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 平成３１年４月１４日に発生した弘南鉄道大鰐線における列車脱線事故を踏

まえ、当該事業者に対し４月１５日付けで警告書を発出し、原因究明と再発防

止について指示を行いましたが、当局においても当該事業者の改善すべき点を

把握し、より適切な指導や改善につなげることを目的として、同年４月１５日

から１７日まで保安監査を実施した結果、管理体制等に改善を要する事項が認

められたことから、本日付けで改善措置を講じるよう指示しましたので、お知

らせいたします。  

 

 

（改善指示の概要）  

 

１．鉄道の安全は、現場の判断のみならず、組織全体で確保するものである

ことに鑑み、安全統括管理者を中心とした安全管理体制を改めて構築する

こと。  

２．まくらぎ１本ごとの管理について、当初の計画に基づき、早急に着手す

るとともに、計画的に実施すること。  

３．まくらぎ１本ごとの不良度合いや交換の必要性の判断、まくらぎの点検

頻度・時期等について、現場管理者任せとせず、基準等を定めて、これに

基づき実施すること。  

４．検査担当者に対して、軌道等の検査の項目、着眼点、手順等について教

育を徹底するとともに、検査体制の見直しを行い、軌道設備の保守管理を

確実に実施すること。  

 

 

（添付資料）  

 

 保安監査結果について（写）  
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弘南鉄道株式会社に対する改善指示について（概要） 

《お問合せ先》  
  東北運輸局  鉄道部  鉄道安全監査官  
             佐藤、宮崎  
    ℡：０２２－３８０－１００２  








